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10月 25日 、林業総合センターで阿蘇郡育児サークル

合同交流会が開かれました。本町での開催は今回が初

めてで、本町の風丸キッズ17組を

含む郡内 8つ の町村から83組の親

子が参加。

バイオリンや ビオラなどを組み

合わせた弦楽四重奏や、人形劇、

牛乳パックを使った簡単な遊び道

具を親子で作 りました。

その後行われたグループごとの

交流では、自己紹介や子育てにつ

いて思うことなど活発な意見交換謄オi』て言警言皇多
が行われました。        ロンを着て交流会に一役
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老人クラブ連合会スポーツ大会でのゲー ト通 し競技。
この競技は、 5人―組の団体戦で行われ、 5メ ー トル

先のゲー トに向かって交代でボールを打ち、 1分間で

何個ゲー トを通ったか競うものです。
スピー ドと確実性の両方を求め られるこの競技 に、

参加者は悪戦苦闘。なかなかボールがゲー トを通過 し

ないため、通過 したときには客席から大きな歓声が上

がっていました。

(16ペ ージに関連記事記載)

10月 10日 、高森町民体育館で町立保育園合同の運動

会が開かれました。

各国ごとに踊 りの発表を行った後、紅 白に分かれ徒

競走や綱引き、球入れ、全員 リレー等が行われ、園児

たちはそれぞれの競技を楽 しんでいました。

他
園
の
園
児
ヘ
バ
ト
ン
タ

ッ
チ

（全
員
リ
レ
ー
）

順位によって商品が異なるため、ゲー ト通過が同数の場合の

ジャンケンにも力が入ります。

1.水 と緑と上の |こ あい、いつぱいの住みよい町にします。

2.伝統を重んじ、文化の薫る潤いのある町 |こ します。

3.老人を大切にし、子どもの夢を育て幸せな町 1こ します。

4.勤労を尊び、産業を振興し活力のある町 |こ します。

5.スポーツに親しみ、心身をきたえ健全な町 |こ します。
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野尻マキさんの打ったボールの行方をみつめる「ふもと会」の皆さん
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靡氣贅反曇で罐齊⑮

10月 1日 から熊
本
県
保
険
医
協
会
に
よ
る

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
Ｈ
月

の
テ
ー
マ
は
次
の
と
お
り
で
す
の

■
土

ｏ
日
　
更
年
期
の
ホ
ル
モ
ン

補
充
療
法

※
モ
シ
モ
シ
健
康
情
報

ｈ
０
９
６
‥
３
８
５
‥
３
３
０
０

本
町
出
身
の
弁
護
士
津
留
清
さ

ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
で
す
。

■
と
　
き
　
Ｈ
月
９
日

（土
）

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
芙
蓉
館

年

金

相

談

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
の
相
談
や
申
請
受

付
を
行
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
Ｈ
月
２２
日

（金
）

午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

林
業
相
談
室

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

次
の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
所
を

開
設
い
た
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

一
言
■

一
●
見
地
区

■
と

き
　
Ｈ
月
１２
日

（火
）

午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
芙
蓉
館

車
部
地
区

■
と

き
　
Ｈ
月
１５
日

（金
）

午
前

１０
時
か
ら
正
午
ま
で

■
と
こ
ろ
　
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

一
露
尻
地
区

■
と

き
　
Ｈ
月
２１
日

（木
）

午
前
１０
時
か
ら
正
午
ま
で

■
と
こ
ろ
　
朋
遊
館

●●

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か

？
●
・　
・

検
　
察
．
審
●
査
　
一会

交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な

ど
の
犯
罪
の
被
害
に
あ
い
、
警
察

や
検
察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官

が
そ
の
事
件
を
裁
判
に
か
け
て
く

れ
な
い
。

こ
ん
な
不
満
を
お
持
ち

の
方

は
、
検
察
審
査
会
に
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で

す
し
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
熊
本
検
察
審
査
会
事
務
局

（熊
本
地
方
法
務
局
内
）

ｈ
０
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６
‐
３
２
５
‐
２
１
２
１

特

設

人
権

相

談

所

開

設

人
権
擁
護
業
務

の

一
環
と
し

て
、
法
務
局
と
阿
蘇
人
権
擁
護
委

員
協
議
会
の
共
催
に
よ
り
、
特
設

人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

人
権
に
関
す
る
こ
と
で
お
悩
み

の
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
１２
月
３
日

（火
）

午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

休

日

在

宅

医

診
療
は
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で

Ｈ
月
１０
日

南
郷
谷
整
形
外
科
医
院

ｅ‐
（
タ
１
３
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５

１

Ｔ
工
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内

科

１

１

７

７

７

医

院

１

０

０

１

９

Ｈ
月

２４

日

１２

月

１

日

１２

月

８

日

１２

月

１５

日

立

野

病

院

ｅ
‐

Э

ｌ

ｏ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｔ
・
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立

野

病

院

ｅ
‐

Э

１

０

１

１

１

Ｔｌ

＜

藤

本

医

院

ｅ
‐

Э

‐

０

０

２

ｏ

Ｔｌ

＜

平

田

医

院

ｅ‐
（ク
ー
０
２
１
６

Ｔ
・
＜

●

も
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情

報
　
　
法

　

律

　

相
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心

配

ご

と

相

談

■ ■
金 木

最 歯
近 の
の 再
イ 石
ボ 灰
治 化
療 つ

て
何
?

■ で
月 ュ:

イ0

マ
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O
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■

水

近
視
は
、ンム

`口る
か

■
火

味
が
わ
か
晨

な
い

ま
す
ま
す
便
利
に
、
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た

今
年
の
４
月
に
運
行
を
始
め
た
福
祉
バ
ス
。

１
年
間
の
試
行
期
間
中
と
は
い
え
、
利
用
者
が
月
平
均

６
０
０
人
を
超
え
、
多
く
の
住
民
の
皆
さ
ん
の
貴
重
な
交

通
手
段
の
ひ
と

つ
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
高
森
温
泉
館
行
き
の
増
便
や
各
地
区

週
２
回

へ
の
増
便
等
の
要
望
が
多
い
こ
と
か
ら
、
運
行
開

始
か
ら
半
年
が
過
ぎ
た
１０
月
ょ
り
、
１
便
増
便
し
１
日
２

便
の
運
行
と
な
り
、
ま
す
ま
す
便
利
に
利
用
し
や
す
く
な

り
ま
し
た
。

福
祉
バ
ス
は
、
地
形
的
に
不
利

な
条
件
に
お
住
ま
い
の
方
や
、
高

齢
化
が
進
む
現
状
に
お
い
て
、
町

民
の
皆
さ
ん
が
平
等
に
、
ま
た
安

心
し
て
出
か
け
ら
れ
る
環
境
を

つ

く
る
た
め
に
４
月
か
ら
運
行
し
て

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
・

今
年
度
１
年
間
を
試
行
期
間
と

し
て
お
り
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご

意
見

。
ご
要
望
を
集
め
な
が
ら
、

よ
り
効
果
的
に
運
行
す
る
よ
う
努

め
て
い
ま
す
。

本
町
の
福
祉
バ
ス
は
、
町
内
ほ

と
ん
ど
の
集
落
内
ま
で
乗
り
入
れ

す
る
こ
と
や
、
利
用
し
や
す
い
時

間
帯
で
あ
る
こ
と
等
で
、
４
月
の

運
行
当
初
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
方

が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

時
に
は
、

２５
の
客
席
が
満
席
に

な
る
こ
と
も
あ
り
、
利
用
者
の
皆

さ
ん
に
ご
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
が
、　

１０
月
か
ら
の
増

便
に
よ
リ
ス
ム
ー
ズ
な
運
行
が
図

ら
れ
て
い
ま
す
。
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2002年 9月 受付分   (敬 称略 )

上村 月等文 ちゃん

(高森・上在)8.23生

山室  葵 ちゃん

(色見・西丁)9.5生
工藤 菜々ちゃん

(高森・旭通)9.18生

興椙 真那ちゃん

(高森・旭通)9。 13生

亮

か

誠

子

博

香

一
奈

紘

り

宝
智

敏
美

賢
美

父
母

父
母

父
母

父
母

男

　

女

　

女

　

女

鑢
(住 所 )

津留。永野

草部・灰原

芹口。柿迫

高 森・ 森

矢津田。高尾野

矢津田。柳谷

(死亡者 )(年齢)(御遺族 )

佐藤  トヨ 103佐藤 常義

田上ケサヱ 88田 上 幸文

佐藤 三生 74佐藤 國生

岩下 達雄 64岩下 恵子

甲斐  厚 89甲 斐 廣國

本田 員喜 76本田すゑ子

ん
ラゃ乃ち触

赤
た

く

う

お
も

や み
し あ げ ます

人
口
の
動
き

9月 末日現在 (前月との比較)

世帯数 2,644(+10)
男  3,703(+1)
女  4,015(+6)

総 数 7,718(+7)

嘔
善 責 の 灯

あ りが とうござい ま した

(敬称略 )

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返 し>本 田すゑ子 岩下利晴

岩下恵子 工藤善一 甲斐廣國 田代

利美 瀬井政人

<一般寄付>高 森ママさんバ レーチー

ム
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自
一動
一車

一事

故

に

よ

る

被

堂
甲

者

の

方
　
ヘ

不
幸
に
も
自
動
車
事
故
に
あ
わ

れ
た
方
や
、
そ
の
ご
家
族
に
次
の

よ
う
な
制
度
が
あ
り
ま
す
。

●
介
護
料
の
支
給

（自
動
車
事
故

に
よ
る
重
度
後
遺
障
害
者
の
方
）

支
給
対
象
　
頭
部
又
は
脊
髄
に
損

傷
を
受
け
、
寝
た
き
り
と
な
り
、

常
時
介
護
を
必
要
と
さ
れ
る
方
か

ら
、
自
賠
責
後
遺
障
害
等
級
２
級

に
お
け
る
随
時
の
介
護
を
必
要
と

さ
れ
る
方
ま
で
。
（
対
象
者
拡
大
）

支
給
方
法
　
従
来
の
日
額
制
か
ら

月
額
制
に
変
更
。

支
給
期
間
　
当
セ
ン
タ
ー
支
所
に

よ
る
受
付
の
行
わ
れ
た
日
の
属
す

る
月
か
ら
、
受
給
資
格
喪
失
事
由

の
発
生
し
た
日
ま
で
。

●
育
成
資
金

の
貸
付

（自
動
車

事
故
で
死
亡
さ
れ
た
方
の
子
ど
も

で
、
０
歳
か
ら
中
学
卒
業
ま
で
）

貸
付
額
　
一
時
金
１５
万
５
千
円

月
額
　
２
万
円

利
子
　
無
利
子

返
還
　
卒
業
後
２０
年
以
内
均
等
払
い

■
お
問
い
合
わ
せ
は

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー

熊
本
支
所

Ｌ
０
９
６
‐
３
２
２
‐
５
２
２
９

労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
一一

は

お
済
一み
一で
一す

か
？

最
近
、
阿
蘇
郡
内
の
事
業
場
に
お

い
て
、
敷
地
内
の
草
取
り
作
業
中
の

労
働
者
が
石
垣
か
ら
転
落
し
、
そ
の

後
に
死
亡
す
る
と
い
う
労
働
災
害

が
発
生
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
当

該
事
業
場
で
は
以
前
か
ら
労
働
者

を
使
用
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
が
な

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

労
働
保
険
は
、
労
災
保
険
と

雇
用
保
険
を
を
総
称
し
た
言
葉
で

す
。
雇
用
保
険
に
つ
い
て
は
、
ア

ル
バ
イ
ト
な
ど

一
部

の
労
働
者

に
は
加
入
資
格
が
あ
り
ま
せ
ん

が
、　
一
方
、
労
災
保
険
に
つ
い
て

は
、
短
期
間
勤
務
す
る
臨
時
労
働

者
や
短
時
間
勤
務
す
る
パ
ー
ト
労

働
者
を
含
め
適
用
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
農
林
水
産
の

一
部
の

事
業
を
除
き
、
労
働
者
を

一
人
で

も
雇

つ
て
い
れ
ば
、
そ
の
事
業
主

は
加
入
手
続
き
を
行
い
、
労
働
保

険
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
が
、
労
働
者
災
害
補
償
保

険
法
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
は

阿
蘇
労
働
基
準
監
督
署

Ｌ
０
９
６
７
‐
２
２
‐
０
６
２
８

住
宅
債
券

「
つ
み
た
て
く
ん
」
募
集

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
平
成
１４

年
度
第
２
回
住
宅
債
券

「愛
称

・

つ
み
た
て
く
ん
」
積
立
者
の
募
集

を
行
い
ま
す
。

年
２
回
の
計
画
的
な
積
み
立
て

（
１
回
の
積
立
額
は
２０
万
円
～
６０

万
円
）
で
、　
マ
イ
ホ
ー
ム
資
金
づ

く
り
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

な
お
、
「
つ
み
た
て
く
ん
」
は
、

新
た
に
設
置
さ
れ
る
独
立
行
政
法

人

へ
適
切
に
引
き
継
が
れ
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
積
み
立
て
て
い
た

だ
け
ま
す
。

■
募
集

コ
ー
ス

２０
万
円
、

４０
万
円
、

６０
万
円

■
募
集
期
間

１０
月
２１
日
（月
）
～
１２
月
６
日
（金
）

（こ
の
期
間
は
募
集
の
み
で
、
最
初

の
積
み
立
て
は
２
月
と
な
り
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ
先

住
宅
金
融
公
庫
南
九
州
支
店

ｈ
０
９
６

‐
３
８
７
‐
２
０
０
０

パ

ソ
ヨ

ン
で
資
格
取
得
を

．
　

目
指
す
方

ヘ

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
処
理
技
能
試

験
の
１
・
２
級
取
得
を
目
指
す
講

習
で
、
平
日
夜

（
２
時
間
）
、
全

ｌ
ｏ
Ｏ
時
間
実
施
し
ま
す
。

こ
の
講
習
は
、
厚
生
労
働
省
の

教
育
給
付
金
が
利
用
で
き
る
方
で

あ
れ
ば
、
受
講
料
の
８
割
の
支
給

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
（詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

■
教
育
訓
練
講
座
名

。
Ｅ

Ｘ

Ｃ

ｅ
ｌ

コ
ー

ス

（受
講
料
１
８
万
３
２
５
０
円
）

。
Ｗ

ｏ
ｒ
ｄ
コ
ー

ス

（受
講
料
１
６
万
７
５
０
０
円
）

・
Ａ

ｃ
ｃ
ｅ
ｓ
ｓ
コ
ー
ス

（受
講
料
２
３
万
５
７
０
０
円
）

以
上
の
３
つ
の
コ
ー
ス
で
、
Ｈ

月
２６
日
と
２７
日
か
ら
講
習
が
始
ま

り
ま
す
。

■
教
育
給
付
金
制
度
や
講
習
の
申

し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
は

阿
蘇
郡
阿
蘇
町
大
字
内
牧
２
５
７

ワ
イ

エ
ス
プ

ラ
ン
パ

ソ

コ
ン
ス

ク
ー
ル
ま
で

■
０
９
６
７
‐
３
２
‐
３
３
９
８

市
町
一村
合
併
に
つ
い
て

考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

市
町
村
合
併
の
必
要
性
や
合
併

を
契
機
と
し
た
将
来
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
考
え
る
全
国
リ
レ
ー

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
今
年
は
阿
蘇

郡
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
と
　
き
　
Ｈ
月
１６
日

（土
）

１２
時
３０
分
開
場

■
と
こ
ろ
　
阿
蘇
町
立
体
育
館

女
性
の
た
め
の

特
設
人
権
相
談
所
開
設

女
性

の
地
位
向
上
を
目
指
し

て
、
女
性
の
苦
し
み
、
怒
り
、
悩

み
等
に
つ
い
て
女
性
人
権
擁
護
委

員
に
よ
る
人
権
相
談
を
開
催
し
ま

す
。

■
と
　
き
　
１２
月
Ｈ
日

（水
）

午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
　
熊
本
地
方
法
務
局
阿

蘇
支
局
会
議
室

一
の
官
町
宮
地
２
０
０
５
‐
５

■
相
談
内
容
　
Ｄ
Ｖ

（夫
や
恋
人

か
ら
の
暴
力
な
ど
）
、
セ
ク
ハ
ラ
、

ス
ト
ー
カ
ー
、

い
じ
め
、
差
別
、

近
所
づ
き
あ
い
、
家
庭
内
の
問
題

（相
続

・
離
婚

・
親
子
関
係
な
ど
）
、

金
銭
問
題
等

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
電
話
相
談
に
も
応
じ
ま

す
。な

お
、
人
権
擁
護
委
員
は
今
回

の
特
設
人
権
相
談
日
以
外
で
も
相

談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。

■
熊
本
地
方
法
務
局
阿
蘇
支
局

ｈ
０
９
６
７
‐
２
２

‐
０
１
３
７

●   ●

●   ●

通
院

・
買
い
物

・
温
泉
…

目
的
は
様
々

福
祉
バ
ス
の
お
か
げ
で
、
「
こ

れ
ま
で
以
上
に
外
出
が
楽
し
み
に

な

っ
た
」、
「
一
度
も
行

っ
た
こ
と

が
な
か

っ
た
高
森
温
泉
館
に
行

く
こ
と
が
で
き
ま
す
」、
「病
院
に

行

っ
た
り
、
買
い
物
を
楽
し
ん
だ

り
と
リ
フ
レ
ツ
シ

ユ
で
き
ま
す
」

な
ど
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は

感
謝
の
言
葉
を
耳
に
し
ま
す
。

一
方
で
は
、
「色
見
線
に
温
泉

館
行
き
の
接
続
が
な
い
」
、
「週
１

回
で
は
都
合
に
合
わ
な
い
こ
と
が

あ
る
の
で
、
週
２
回
に
し
て
も
ら

え
な
い
か
」
、
「路
線
に
よ
つ
て
は

乗
車
時
間
が
長
く
、
車
酔
い
し
た

り
疲
れ
る
の
で
路
線
の
変
更

。
短

縮
が
で
き
な
い
も
の
か
」
な
ど
の

要
望
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
要
望
に

つ
い
て
は
、

１０
月
か
ら
の
増
便
に
よ
り
改
善
し

て
い
ま
す
の
で
、　
一
段
と
利
用
し

や
す
い
福
祉
バ
ス
に
な

っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
他
に
も
ご
意
見
・

ご
要
望
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

月別利用状況

福祉バスの乗降口横に感謝

箱を設置 してお ります。 ご

協力いただいた募金につき

ましては、バスの維持・管

理のために有効に活用 させ

ていただきます。

募金実績

役場の支払日 11/15(金 )、 11/25(月 )、 12/5(本 )、 12/16(月 )9日初 らヽ15時まで  (18)

中央出張所まで 高森温泉館まで _ノ、    壬上
に|     口 |

4月 286人 93人 379人

5月 341人 148人 489人

6月 296人 550人 846人

7′」 286人 572´人 858人

8月 169人 324人 493人

4月 50,416円

5月 65,199円

6月 56,191 円

7月 59,553円

8月 50,285円

(3)
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晰 10 ν 回

感謝箱への募金にご協力ありがとうございます

拝
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福
祉
バ
ス
の
運
行
に
際
し
て
、

草
村
幸
福
タ
ク
シ
ー
、
九
州
産

交
観
光
バ
ス
、
高
森
タ
ク
シ
ー

の
３
社
と
バ
ス
乗
務

の
委
託
契

約
を
行

っ
て
い
ま
す
。

１
号
車

は
草
村
幸
福

タ

ク

シ
ー
と
高
森
タ
ク
シ
ー
の
２
社

で
、
ｌ
ヶ
月
ご
と
に
交
代
で
乗

務
さ
れ
、

２
号
車
は
九
州
産
交

観
光
バ
ス
高
森
営
業
所
の
方
が

乗
務
さ
れ
て
い
ま
す
。

常
に
安
全
運
転
を
心
が
け
る

プ

ロ
の
運
転
手

の
皆
さ
ん
に
、

福
祉
バ
ス
に

つ
い
て
の
話
を
お

聞
き
し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま

す
。

常に安全運転を

ふがける

乗務員の皆さん

高森タクシー

永松昌則さん (高森・上在 )

タクシー乗務歴 28年

急停車は危険ですので、

飛び出しや急な呼び止めは

ご遠慮 くだ さい。乗客の皆

様の安全を第一に考えて運

転しています。

九州産交観光バス高森営業所

甲斐末男さん (蘇陽町 )

バス乗務歴 38年

私は 2号車に乗務 していま

す。利用者の皆さんは日々に

福祉バスのありがたさを語ら

れます。そんな皆さんを輸送

するのは楽しいですね。

草村幸福タクシー

藤本静美さん (白 水村 )

タクシー乗務歴 26年

車内は利用者の皆 さんの

会話がはずんでいます。
「近くではあるけど一度も

行ったことのない場所へ来

ま した」 との声をよく耳に

します。

阿蘇郡の三大会連続優勝

高森ママさん

バ レーチーム

8月 25日 、西原村の山西小学校で、第
27回ナ リスカップ九州ママさん大会郡予

選が開催 され、高森ママさんバ レーチー

ムがフリーの部で見事優勝 し、阿蘇郡 3

大会で連続優勝を飾 りました。

また、県大会が 9月 21日 に熊本県立総

合体育館で開催 され、前年 3位の御船マ

マチームに善戦 したものの惜敗 しました。

選手は 「初の県大会出場経験を今後に生

か したい」と次の大会への意気込みを見

せていました。

雉
鰤
儡

③
骰
腑
鼈

罐

一選
ぶ
＼

●   ●

●   ●

尾
下
体
育
館
で
銃
剣
道
含
宿

陸
上
自
衛
隊
北
熊
本
駐
屯
地
第

８
偵
察
隊
の
銃
剣
道
訓
練
隊
２０
人

が
、
尾
下
体
育
館
で
の
強
化
合
宿

に
訪
れ
ま
し
た
。
野
尻
林
業
セ
ン

タ
ー
に
宿
泊
し
、
９
月
１５
日
か
ら

５
日
間
の
日
程
で
実
施
。．

同
隊
の
皆
さ
ん
は
、
尾
下
地
区

で
の
生
存
自
活
訓
練
も
過
去
に
実

施
さ
れ
て
お
り
、
今
回
は
１２
月
の

自
衛
隊
銃
剣
道
大
会
出
場
に
備
え

て
の
、
集
中
的
な
練
習
が
目
的
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

訓
練
隊
の
村
田
曹
長
は

「野
尻

地
区
は
、
静
か
で
合
宿
に
適
し
た

環
境
が
素
晴
ら
し
い
。
地
元
の
皆

さ
ん
に
は
合
宿
期
間
中
、
大
型
車

両
の
通
行
等
で
ご
迷
惑
を
か
け
ま

し
た
。
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

福
祉
バ
ス
利
用
者
第
１
号
の
方
か
ら
お
手
紙
が
届
き
ま
し
た

皆
さ
ん
、
福
祉
バ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

４
月
１
日
、
月
曜
日
、
草
部
南
部
地
区
の
福
祉
バ
ス
第
１
号
の
乗
客

と
し
て
乗
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
小
学
生
の
遠
足
の
よ
う
に
、
お
し
や

べ
り
に
花
を
咲
か
せ
集
落
ご
と
に

一
人
二
人
と
乗
車
さ
れ
、
何
十
年
も

住
み
慣
れ
た
土
地
な
の
に
、　
一
度
も
行

つ
た
事
の
な
い
集
落
を
通
り
、

バ
ス
は
ほ
と
ん
ど
満
員
の
状
態
で
高
森
に
着
き
ま
し
た
。

病
院
に
行
く
人
、
買
い
物
を
す
る
人
、
ま
た
、
今
ま
で
行
き
た
く
て

も
車
が
な
く
て
温
泉
に
行
け
な
か
っ
た
人
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
喜

び
が
口
々
に
感
謝
の
言
葉
に
な
り
ま
し
た
。

町
当
局
の
ご
配
慮
に
、　
へ
き
地
に
住
む
私
た
ち
老
人
世
帯
や

一
人
暮

ら
し
世
帯
に
灯
り
が
と
も
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

皆
さ
ん
、
町
当
局
の
ご
厚
意
に
感
謝
し
大
い
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
よ
う
。

野
あ
ざ
み
を
車
去
Ｆ
」
み

つ
ヽ
襦
社

（
ス

甲
斐
久
恵

（芹
口

・
柿
迫
）

６
月
に
い
た
だ
い
た
お
便
り
で
し
た
が
、
ご
紹
介
が

遅
く
な
り
ま
し
た
。
（広
報
た
か
も
り
）

POETRyPAGE

籠

後

狂

句

　

長

月

や

っ
ば
え
え
　
口
合
暮
し
が
好

い
と
る
と

む
が
わ
り
　
、江
若
の
発
が
笑

い
お
る

千
客
万
来
　
泥
棒
市
の
ご
た
る
風

や

っ
は
え
え
　
五
え
の
靴
に
■
る
秋

お
願
い
　
一月
明
海
は
今

で
す

ｃ
が
わ
り
　
出
世
の
枷
に
な
ら
ん
ご

つ

そ
る
が
痛
ケ式
　

初ヽ
め
ま
し
て

ヽ
云
わ
す
母

や

っ
は
え
え
　
工
調
博
多
所
∠
さ
す

傾

い
て
　
人
の
情
け
の
身
に
し
み
る

千
客
万
来
　
謳
い
文
句
は
■
い農
暮

や

っ
ぱ
え
え
　
ハ
ノ
ラ
マ
賞
味
し
ま
せ
ん
か

む
が
わ
う
　
と
ん
と
返

っ
て
来
ん
メ
ー
ル

や

っ
は
え
え
　
お
顔
の
几
ゆ
る
野
菜
ば
な

千
客
万
来
　
ブ
ラ
ン
ド
は
合

い
付
き
の
え
え

山
果
の
い
が

一
面
に
口
合
道

次
く
風
に
金
木
犀
の
花
席

母
残
す
幾
年
え
に
野
花
咲
く

短
日
の
住
事
残
り
し
入
日
か
な

る
月
で
沈
む
雌
も
一誅
る

慣
薇
た
路
月
の
明
か
り
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

什
秋
の
終
日
し
ず
か
五
穀
人
祭

（
河
原
す

ヽ
き
の
句
会
）

（
阿
蘇
御
神
大
会
）

佐
藤
　
菫
信

松
野
　
笑
声

颯
口
　
一体
仙

氷
「
口
　
　
一
一″

馬
原
　
馬
笑

日
本
　
琴
司

後
藤

　
信
子

林
　
　
不
恙

上
丼
カロ
根
女

松
山
キ
ヨ
子

浦
塚
　
占
人

桐
源
　
白
酔

口
上
黙
公
子

渡
辺
　
千云
海

森
　
　
政
隆

阿
部
タ
ツ
エ

後
藤
　
法
籠

本

口
　

初ヽ
雄

森
　
　
工
六

本

口
　
訓
子

岩
下
　
京ヽ
子

ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い

「
高
齢
者
の
ひ
と
り
暮
ら
し
で
、
買
い
物
や
病
院
に
行
け
な
い
。

家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
の
毎
日
で
す
。
」
と
の
ご
意
見
を
耳
に
す
る
た

び
、
何
と
か
外
出
を
支
援
で
き
な
い
も
の
か
と
協
議
を
重
ね
た
結
果
、

福
祉
バ
ス
運
行

（
試
行
）
と
な
り
、
７
ヶ
月
が
た
ち
ま
し
た
。

こ
の
間
、
多
く
の
皆
様
に
ご
利
用
頂
き
、
近
頃
で
は
町
の
い
た
る

と
こ
ろ
で
リ
フ
レ
ツ
シ
ユ
さ
れ
て
い
る
様
子
が
見
か
け
ら
れ
ま
す
。

今
後
も
住
民
の
要
望
を
取
り
入
れ
た
事
業
を
行
な
い
ま
す
の
で
ご

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
保
健
福
祉
課
　
福
祉
係
　
ｈ
２
‐
１
１
１
１

（内
線
１
２
３
）

(4)(17)
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発 時間 停 車 地 時間
●と
ノロ

始発

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

終 点

7:30 高森中央出張所 16:00 終点

↑

↑

↑

↑

↑

↑

↑

↑

↑

↑

↑

始発

7:53 柿  迫 15:37

7:57 小学校前 15:33

7:58 古   畑 15:32

8:01 中    本寸 15:29

8:05 水   堪 15:25

8:10 下 尾 野 15:20

8:21 大 仲 野 15:09

8:25 大 楢 木 15:05

8:30 旧草部出張所 15:00

8i33 山 の 口 14:57

8:35 木   郷 14:55

9:00 高森中央出張所 14:30

9:03 役   場

9i06 高森中央出張所

発 時 間 停 車 地 時間 =ノ自

始発

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

終点

8:40 高森中央出張所 15:50 終点

↑

↑

↑

↑

↑

↑

↑

↑

始発

8:58 社   倉

9:13 今  村 15‐ 117

9:14 祭  場 15:16

9:19 中  村 15:11

9:24 峰 の 宿 15:06

9:30 赤 羽 根 15:00

9i33 ノ1ヽ    本寸 14:57

9i43 高 尾 野 14:47

10:08 高森中央出張所 14:22

10:11 役  場

10:14 高森中央出張所

発 時間 停 車 地 時 間
二色
′目

始発

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

終点

8:30 高森中央出張所 16:02 終点

↑

↑

↑

↑

↑

↑

↑

↑

↑

↑

始発

9:08 15:24

9:10 山  付 15:22

9:15 永   野 15:17

9:26 朋 遊 館 15:06

9:29 川   上 15:03

9:32 朋 遊 館 15:00

9:35 河   地 14:57

9:43 蔵  地 14:49

9:51 大 切 畑 14:41

9:54 草部出張所 14:38

10:11 高森中央出張所 14:21

10114 役   場

10:17 高森中央出張所

高
森
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

健
康
づ
く
リ
ス
ポ
ー
ツ
大
会

お
年
寄
り
自
ら
が
健
康
に
関
心
を
持
ち
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
通

じ
て
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
そ
し
て
生
き
が
い
を
見
い
だ
し

て
い
こ
う
と
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
よ
る
健
康
づ
く
リ
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
１０
月
２４
日

（木
）
町
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
１８
の
老
人
会
か
ら
選
手
３
５
９
人
の
皆
さ
ん
が
参
加
し

て
、

４０

ｍ
走
や
ボ
ー
リ
ン
グ
の
ピ
ン
立
て
、
輪
投
げ
、
ゲ
ー
ト
通

し
、
紅
白
玉
入
れ
な
ど
９
競
技
に
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
は
、
お
年
寄
り
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
私
た
ち
み

ん
な
の
問
題
で
す
。
日
頃
か
ら
運
動
や
食
生
活
に
関
心
を
持
ち
、

自
分
に
合

っ
た
健
康
法
を
身
に
つ
け
ま
し
よ
う
。

ねらいを定めて… (ボ ウリング競技)

「楽しく愉快に、いい思い出ができるよう
一生懸命頑張 ります」と、志垣末浩さん

と山村チマさん (万年青会)が選手宣誓

温泉館行き (月 曜 )

温泉館行き (木曜 )

温泉館行 き (水曜 )

高森温泉館休館 日

11月 20日 (水)

12月 18日 (水)

12月 31日 (火)

温泉館へは毎 日2便運行 していますので、

都合のよい時間をお選び ください。

なお、乗 り替えが必要にな ります。

(5)

温泉館行き (火曜 )

温泉館行き (木曜 )

温泉館行き (月 曜) ●  ●

温泉館行き (水曜 )

●

(火 曜 )

ふ
る
さ
と
へ
の
お
便
り

紹
介

桐
原
酉
次
さ
ん

（９２
歳
）

札
幌
市
南
区
在
住

「高
森
か
ら
幸
せ
」
を
乗
せ
た

飛
行
機
が
札
幌
に
や

つ
て
来
た
。

私
の
従
妹
夫
妻
と
息
子
夫
婦
、

お
孫
さ
ん

一
行
が
、
私
の
亡
き

妻
の
祥
月
命
日
の
焼
香
方

々
観

光
も
兼
ね
て
、
北
の
大
地
北
海

道

へ
や

つ
て
来
た
の
で
し
た
。

私
の
長
女
夫
妻
、
横
浜
か
ら

次
女
夫
妻
、
静
岡
か
ら
息
子
も

駆
け

つ
け
総
動
員
で
歓
迎
し
た
。

郷
里
の
あ
れ
こ
れ
、
故
人
と

な

っ
た
叔
父
や
叔
母
、
従
弟
妹

た
ち
の
近
況
な
ど
聞
き
た
い
こ

と
が

一
杯
あ

っ
た
が
、
遠
路
は

る
ば
る
の
来
訪
に
ど
う
対
処
し

て
よ
い
か
、
老
い
の
身
は
た
だ

た
だ
焦
慮
す
る
ば
か
り
。
幸
い
、

家
族
た
ち
が
私
の
意
を
体
し
て

歓
迎
し
て
く
れ
、　
一
行
も
喜
ん

で
も
ら
え
て
有
難
か
つ
た
。

滞
在
中
好
天
続
き
で
穏
や
か

な
日
々
で
良
か
っ
た
。

話
の
尽
き
な
い
中
に
日
時
は

流
れ
、
こ
と
わ
ざ
で
言
う

「逢
う

は
別
れ
の
始
ま
り
」
の
通
り
、　
一

行
を
見
送
る
日
を
迎
え
た
。

空
港

で
再
会

を
約

し
、

別

れ
を
惜

し
ん

で

一
行

は
機
内

こ

・　
・　
・
。

間
も
な
く
飛
行
機
は
離
陸
、

大
鳥
の
よ
う
な
機
は
次
第
に
小

鳥
の
よ
う
に
、
そ
し
て
点
に
な

り
南

の
空
高
く
雲
の
彼
方
に
見

え
な
く
な

っ
た
。

生
き

て

い
る
限
り
、
再
会

は
夢
で
は
な

い

。
・
。
と
、
私

に
温
か

い
希
望

の
光
を
灯

し

て
従
妹
た
ち

は
帰

っ
て
行

っ

た
。
帰

っ
て
い
っ
た
。
帰

っ
て

い
―

っ
―
た
。山

ｈ́
〉

始発

↓

終点

10:20 高森中央出張所 14:15 終点

↑

始発

10i30 高森温泉館 14:05

10:40 高森中央出張所 13:55

始発

↓

終点

11:15 高森中央出張所 13:25 終点

↑

始発

11:25 高森温泉館 13:15

11:35 高森中央出張所 13:05

始発

↓

終点

10:20 高森中央出張所 14:15 終点

↑

始発

10:30 高森温泉館 14:05

10:40 高森中央出張所 13:55

始発

↓

終点

11:15 高森中央出張所 13:25 終点

↑

始発

11:25 高森温泉館 13:15

1li35 高森中央出張所 13:05

始発

↓

終点

11:15 高森中央出張所 13:25 終点

↑

始発

11:25 高森温泉館 13:15

11:35 高森中央出張所 13i05

始発

↓

終点

10:20 高森中央出張所 14:15 終点

↑

始発

10:30 高森温泉館 14:05

10:40 高森中央出張所 13:55

発 時間 停 車 地 時 間 着

始発

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

終点

10:00 高森中央出張所 14:45 終点

↑

↑

↑

↑

↑

↑

↑

↑

始発

10:04 菜の花 14:41

10:05 今村 自動車前 14:40

10:06 森の三叉路 14:39

10:07 津 留 14:38

10i09 林 14:36

10:10 冬野公民館 14:35

10:11 別 所 14:34

10:12 上在 (野尻民宿前) 14:33

10:15 高森中央出張所14:30

発 時 間 停 車 地 時間 着

始発

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

終点

10:20 高森中央出張所 14:15 終点

↑

↑

↑

↑

↑

↑

↑

↑

↑

↑

↑

↑

始 発

10:23 本寸   山 14:12

10:30 高森温泉館 14:05

10:40 洗   川 13:55

10i43 大   村 13i52

10:45 上色見小学校 13:50

10:48 前   原 13:47

10:50 小 倉 原 13:45

10:51 高 森 寮 13:44

10:54 井   上 13:41

10:56 山  鳥 13:39

10:58 旧色見農協 13:36

11:00 役   場 13:34

11:03 高森中央出張所 13:30

発 時間 停 車 地 時 間
当生
ノロ

7:45 高森中央出張所 16:35

8:10 市 野 尾 16:10

8:17 黒  岩 16:03

8:22 味  鳥 15:58

8:24 河   原 15:56

8:31 牧   戸 15:49

8:34 馬  渡 15:46

8:42 下   山 15:38

8:44 久  保 15:36

8:47 多々野 15:33

8:54 片  山 15:26

9104 朋 遊 館 15:16

9:21 百   刈 14159

9:24 大   畑 14:56

9:29 上 玉 来 14:51

9:31 大  道 14:49

9:52 高森中央出張所 14:28

・　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

率
し

↑

↑

↑

↑

↑

↑

↑

↑

↑

↑

↑

↑

↑

↑

↑

嬌

終 点

9:55

13:25 終 点

13:15 ↑

13:05 始発

発

点

終点 9:5

11:1

所

央

11:25 高森温泉館

11135 高森中央出張所

始発

↓

終点

11:15 高森中央出張所 13:25 終点

↑

始発

11:25 高森温泉館 13:15

11:35 高森中央出張所 13:05 ふ
る
さ
と

へ
の
熱

い
想

い

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

本
誌
で
紹
介
し
ま
す
。始発

↓

終点

10:20 高森中央出張所 14:15 終点

↑

始発

10i30 高森温泉館 14:05

10:40 高森中央出張所 13i55

福祉バス運行時刻表
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地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く

り
を
め
ざ
す
高
森
高
校
で
、　
コ
ン

ピ

ュ
ー
タ
講
座
と
手
話
教
室
が
開

か
れ
ま
し
た
。

県
立
学
校
等
開
放
講
座

の

一

環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る

コ
ン

ピ

ュ
ー
タ
講
座
は
例
年
好
評
で
、

今
年
は
２３
人
の
方
が
参
加
。

１０
月
２１
日
の
開
講
式
に
引
き
続

き
、
さ

つ
そ
く
第
１
回
目
の
講
座

を
開
催
。
約
２
時
間
の
講
座
を
５

回
に
分
け
て
、
ワ
ー
プ

ロ
か
ら
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
の
操
作
等
を
実
施
予
定
で
、
最

終
的
に
は
、
パ
ソ
コ
ン
で
各
自
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
を
完
成

さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
そ

う
で
す
。

ま
た
、
手
話
講
座
は
平

成
９
年
度
か
ら
実
施
さ
れ

て
お
り
、
今
年
度
は
１０
月

４
日
に
開
講
。
約
１
時
間

の
講
座
を
６
回
に
分
け
て

開
催
す
る
予
定
で
す
。

１０
月
２１
日
の
第
３
回
目

講
座
で
は
、　
一
般
の
方
８

人
と
高
校
生
２
人
が
参
加

し

「家
族
」
を
テ
ー

マ
に

講
座
が
開
か
れ
ま
し
た
。

家
族
構
成
を
質
問
し
、
そ

れ
に
対
し
て
答
え
る
練
習

や
、
手
話
の
伝
言
ゲ
ー
ム

も
行
わ
れ
、
和
や
か
な
雰

囲
気
の
手
話
教
室
で
し
た
。

手
話
の
基
本
か
ら
具
体
的
に

説
明
さ
れ
る
手
話
通
訳
士
の

小
野
尚
寿
さ
ん

瞳

劃

予

剛

常
勝
旭
球
友
が
連
覇

町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
主
催

ナ
イ
タ
ー
大
会
結
果

（敬
称
略
）

秋
季
ク
ラ
ス
別
ナ
イ
タ
ー
大
会

（９
月
１６
日
～
２０
日
）

Ａ
ク
ラ
ス
　
優
　
勝
　
旭
球
友

準
優
勝
　
南
球

最
優
秀
選
手
賞

後
藤
英
保

（旭
球
友
）

優
秀
選
手
賞

岩
下
仁
博

（南
球
）

優
　
勝
　
ド
リ
ー
ム
ズ

準
優
勝
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル

最
優
秀
選
手
賞

岡
本
康
雄

（ド
リ
ー
ム
ズ
）

優
秀
選
手
賞

大
寺
重
男

（
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
）

協
会
長
旗
ナ
イ
タ
ー
大
会

普通会計

決算額

お知らせします

平成13年度

歳入55億 2ブ5δ万4千円

歳出53億 δZ57万 9千円

●   ●

●   ●

9月 の第 3回町議会定例会で、平成 13年度の一般会計 と各特別会計の決算が

認定されました。一般会計 と2つ の特別会計 (鉄道経営対策事業基金・農業用

水供給事業)に よる普通会計は、歳入額 55億 2156万 4千円に対して、歳出額は

53億 6757万 9千円で、前年度 と比較して歳入 6億 677万 2千円、歳出 5億 7019

万 5千円の増加 となりました。

歳出増加の主なものは、高森中学校校合改築事業が約 4億 8千万円、昨年 6・

7月 の集中豪雨による災害復旧関係が約 1億 1500万円となっています。

町では皆さんが納められた税金や、国からの地方交付税などを財源にして、地

域の活性化や住民福祉の向上をめざして色々な事業をすすめてきました。ここに、

その状況を公表 します。

55億 275δ万4千円 53億 δZ57万 9千円
繰越金  地方譲与税 地方消費税交付金

7,408千 円 81,769千円   65,443干 円

消防費  災害復旧費  言義会費
140.464千 円 115.681千 円 89,264千円

6%)(2 6296) (2 (166%)使用料及び手数料 11

137.308千 円

(240%)

県支出金

234,192千 円

(424%)

(213%)  (148%) (119%) 衛生費
187.707千 円

(350%)

商工費
203,033千 円

(378%)

▼新 しくな った校舎で
勉強に励む高森中学校
2年 1組の生徒たち

手話の伝言ゲーム。頭ではわかつて

いても、なかなか手が動きません。

最
優
秀
選
手
賞

矢
野
泰
浩

（旭
球
友
）

優
秀
選
手
賞

桐
原
伸
夫
（村
山
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
）

上 村 旭 月
町 山 球 15

（
１０

優
　
勝

準
優
勝

第
二
位

日
～
２２
日
）

友フ

ェ
ニ
ッ
ク
ス

カ
ー

ニ
バ
ル
ズ

その他
206.969千 円
(375%)

↓
歳入円グラフの「その他」の内訳
財産収入         15,919千 円 (0.29%)

諸収入           39,927千 円 (0.72%)

分担金及び負担金     35,076千 円 (0.64%)

自動車取得税交付金    33,143千 円 (0.60%)

寄付金         26,402千 円 (0.48%)

利子割交付金       26,189千 円 (0.47%)
地方特例交付金     15,243千 円 (0.28%)
ゴルフ場利用税交付金    13,438千 円 (0.24%)

交通安全対策特別交付金  1,632千円 (0.03%)

( 合 計 )     206,969千円 (3.75%)

(15) (6)

歳 入

5,521,564
千円

地方交付税

2379979千 円

(4310%)
5,367,579

千円

歳出
公債費

868.267千 円

(1618%)

教育費
817.826千 円

(1524%)

財
政
状
況
公
表
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叫
ラ
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1総務責|・・
11026'212千円‐

(1913‐%)

(9160。 )

歳入

繰入金

401.122千 円
26'6)

町税
540.8%千 円

(9130%)

1轟鵡‐
■(1■・41%)‐‐

町 債

'26.400千

円
(1316%)

赳軽 ξオ

・ヽ



高
森
寮
「ふ
く
し
ま
つ
り
」
賑
わ
う

Ｆ
Ｉ
Ｉ

会計ごとの収支の状況 (単位 :円 )

(※ は普通会計に分類される会計 )

普通会計の性質別経費の状況
(一般会計に 2つの特別会計を含む額 )

災害復旧事業

115.681千 円

(216%)

維持補修費

48,071千 円

扶助費   (090%)

投資出資貸付金

38.652千 円

(072%)

195,786千 円

(365%)

繰 出金

311.989千 円

(581%)

１０
月
６
日

（
日
）
、
今
年
も
立

正
福
社
会
高
森
寮

（手
嶋
清
士
施

設
長
）
で

「福
祉
ま

つ
り
」
が
行

わ
れ
、
約
２
０
０
０
人
の
人
々
が

集
ま
り
ま
し
た
。

食
べ
物
バ
ザ
ー
や
、
遊
具

コ
ー

ナ
ー
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ツ
ト
な
ど
、

毎
年
多
彩
な
楽
し
い
企
画
で
好
評

の
こ
の
催
し
、
お
と
な
か
ら
子
ど

も
ま
で
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
て

入
寮
者
の
皆
さ
ん
と
の
楽
し
い
交

流
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
上
で
も
い
ろ

ん
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま

つ
り
を
支
え
て
く
れ
た

の

は
、
町
内
の
中

。
高
校
生
ボ
ラ
ン

テ
イ
ア
や
地
元
の
婦
人
会

。
若
者

た
ち
な
ど
約
２
５
０
人
で
、
み
ん

な
で
作
り
上
げ
た
「福
祉
ま
つ
り
」

は
大
盛
況
で
し
た
。

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
コ
ー
ナ
ー
は

大
盛
況
で
し
た

９
月
２５
日
、
高
森
町
民
体
育
館

で
お
年
寄
り
を
対
象
に
し
た
交
通

安
全
大
会
が
開
催
さ
れ
、
高
森
警

察
署
管
内
五
ケ
町
村

（蘇
陽

・
高

森

。
白
水

。
久
木
野

。
長
陽
）
か

ら
約
４
５
０
人
が
参
加
。
交
通
安

全
の
推
進
や
危
機
意
識
を
持

つ
大

切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
高
森
警
察
署
地
域

交
通
課
の
澤
田
憲
治
課
長
に
よ
る

安
全
講
話
を
受
講
し
た
後
、
熊
本

県
警
察
音
楽
隊
に
よ
る
華
麗
な
演

奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●   ●

町有財産の状況

命を守る大切さ

みんなで学ぶ

交通安全 高齢者のつどい

の状況
最
後
に
、
本
町
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
林
成
男
会
長
に
よ
り
交
通

安
全
宣
言
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

交
通
事
故
を
人
ご
と
と
は
思
わ

ず
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
、

日
ご
ろ
か
ら
交
通
安
全
意
識
を
持

ち
、
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
の
な
い
平
和
で
安
全

な
、
そ
し
て
心
豊
か
な
郷
土
づ
く

り
は
、
１
８
６
万
県
民
の
だ
れ
も

が
願

つ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
私
た
ち
を
と
り
ま
く

交
通
環
境
は
、
ま
す
ま
す
悪
化
の

一
途
に
あ
り
、
県
下
で
は
、
昨
年

５６
人
の
お
年
寄
り
が
交
通
事
故
の

犠
牲
Ｌ
な
り
、
今
年
も
す
で
に
４０

人
の
方
が
尊
い
命
を
失

っ
て
い
ま

す
。実

に
悲
し
い
こ
と
で
す
ｃ

そ
こ
で
、
私
た
ち
は
、
こ
れ
ま

で
の
経
験
を
基
に
交
通
事
故
に
遭

わ
な
い
よ
う
次
の
こ
と
を
宣
言
し

ま
す
。

一
、
夜
間
外
出
す
る
と
き
は
、
明

る
い
服
装
や
反
射
材
を
着
用
し

ま
す
。

．
、
道
路
を
横
断
す
る
時
は
、
安

全
を
よ
く
確
認
し
て
横
断
歩
道

を
渡
り
ま
す
。

一
、
バ
イ
ク

・
電
動
カ
ー

・
自
転

車
に
乗
る
時
は
、
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
、
安
全
運
転
に
努
め
ま

す
。

一
、
車
に
乗
る
時
は
、
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
正
し
く
着
用
し
ま
す
ｃ

一
、
私
た
ち
は
、
豊
富
な
経
験
を

活
か
し
、
地
域
の
交
通
安
全
に

努
め
ま
す
。

別内訳
過去 5

545,948 515,035 551,850 529,791  540,894

1  12  13年 度

収入の推移 (単位:千円) ●   ●入湯税

311千 円

(265%)13.

(249%)
たばこ税

41,318千 円
(7 6496)

4億

3億

2億

1億

~~]~~~¬
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TITTr11

町民税
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… ―
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ト
ー
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固定資産税軽自動車税 たばこ税
一
世

り
の

帯
当
た

納
税
額

※一般会計
歳入

歳出

5,482,053,556

5,351,574,902

ス(鉄道経営対策事業基金
歳入

歳出

18,875,621

575,621

※農業用水供給事業
歳入

歳出

22,068,951

16,862,879

国民健康保険
歳入

歳出

912,864,027

786,959,596

簡易水道事業
歳入

歳出

361,058,436

337,105,158

老人保健
歳入

歳出

1,069,266,222

1,068,975,610

介護保険
歳入

歳出

528,895,647

518,137,848

345,718千

440´0)

補助費等
｀

395.346千 円

(737%)

普通建設事業費

1.507.039千円

(2808%)
歳入

5,367,579

千円物件費

542,077千 円

(1010%) 人件費

998.953千 円

(1861%)
公債費

868.267千 円

(1618%)

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111.

li雌
174,084:ln3

エユ 木

74,386 rn

建 物

11,541,839 rlf

▲́

黒 鰭

土  地有価証券・出資金

瞼麒融鰤

254,126千円

呻薄撃
斌

“

卜′
「 |

2,606,207千 円

基 金車 輌

20台

あ
な
た
の
運
転
だ
い
じ
よ
う
６
？

歩
行
者
と
し
て
の
心
構
え
は
そ
れ

で
い
い
で
す
か
？

若
い
と
思
っ
て
も
思
う
よ
う
に
体

は
う
ご
き
ま
せ
ん
。

千 円

合計

540,894
町 民税

195.138千 円

(3608%)

固定資産税

276.671千 円

(5115%)

(14)

75,285円106,740円15,941円5,191円

(7)

町
の
家
計
簿
公
表
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<朝食は、脳やからだに
1日 の始まりを知らせます。>

近頃、「時間がない」「朝は食欲がわかない」などの

理由で、朝食をとらない人が若い人を中心に増えてい

ます。

こうして朝食抜きの習慣が身についてしま うと、や

がて、心身にさまざまな変調が現れます。病院に行く

ほどでもないけれ ど、体調がす ぐれない。そんな人は

朝の生活習慣をまず改善しましょう。早寝、早起きを

して、元気に朝ごはんを食べる !こ れが元気な暮 らし

の基本です。

CheCk: こんな心あたり、ありませんか ?

・1日 中、頭がボーッとして働かない

。便秘が続いている
。昼になっても体温が上がらない

※これらは朝食を抜いているための症状かもしれません。

栄普士のいただきます

分早く起き

ヽ

⑤おかしいなと思ったら早めに確認
不審に思った場合は早めに近 くの警察や消費者

センターなどの、相談窓口に相談 しましょう。

契約後でもクー リング・オフ (無条件解除)が
できる場合があ ります。

驚

④日ごろの備えが自分を救う

悪質業者は次にあなたをねらっている

かもしれません。 日ごろから被害防止

策を考えておく必要があります。

③ 説 明 内容 は 書 面 で 確 認

説明内容は契約書面 に記載

されているか どうか確認す

る必要があ ります。

②はっきり言おう
「いりません」

相手はプロです。中途半端

な態度がいちばん危険です。

特に「結構です」という答

え方は肯定の意味にもとら

れかねません。

①うまい話にご用心

うまい話はまずないと思っ
てください。「あなただけ

特別 に・・・」はだれ にで

も言っています。
〈悪
質
商
法
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
５
か
条
〉

ン

フ

ク
ー
リ
ン
グ

・
オ
フ
制
度
と
は
？

←申疇

手
紙
や
は
が
き
で
申
込
み
の
撤
回

・
解
除
の
意

思
を
知
ら
せ
る
と←――

無
条
件
で
申
込
み
の
撤
回
・契
約
の
解
除
が
で
き
る

1́1■

づ
い

■

　

　

　

ヽ

一

‘
′

４

１
ハ
　
・ 四

、イ

だ
事

け

で

費
約
舞
除
邊
れ
ま

豊
自き
方
な
ど
も
「ヽ
相

■
高
森
警
察
署

ｈ
２
‐
０
１
１
０

■
熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

ｈ
０
９
６
‐
３
５
４
‐
４
８
３
５

■
役
場
企
画
観
光
課
企
画
係

ｈ
２
１
１
１
１
「

（内
線
２
１
２
）

●
法
律
に
規
定
が
あ
る

●
業
界
が
自
主
的
に
規
定
し
て
い
る

●
業
者
が
個
別
的
に
契
約
内
容
に
採

り
入
れ
て
い
る

●
定
め
ら
れ
た
期
間
内
で
あ
る

■
次
の
場
合
は
日
数
に
関
係
な
く

無
条
件
で
解
約
で
き
ま
す
。

申
込
時

・
契
約
時
に

書
面
を
受
領
し
な
か
っ
た
場
合

書
面
に
ク
ー
リ
ン
グ

・
オ
フ
の

記
載
が
な
い
場
合

●
ク
ー
リ
ン
グ

・
オ
フ
期
間
が
過
ぎ

た
●
健
康
食
品
や
化
粧
品
な
ど
の
消
耗

品
を
使
っ
た
り
、　
一
部
を
消
費
し

た
り
し
た

●
セ
ー
ル
ス
マ
ン
を
自
宅
に
呼
び
寄

せ
て
購
入
し
た

●
三
千
円
未
満
の
商
品
を
受
け
取
り
、

同
時
に
代
金
を
支
払
っ
た

●
通
信
販
売
で
購
入
し
た

●
乗
用
車
を
購
入
し
た

●
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
職
場
の
管
理
者

に
許
可
を
得
て
社
内
で
セ
ー
ル
ス

活
動
を
し
た

く

●   ●

●   ●

生活パ タ

きた時に がづ
~い

る前に食ベ
つ

談

た ''

さ

い
′

喜覇編肩墓墓要 か ら夕台を飲む

◆
保
険
料
の
領
収
証
は
大
切
に
保
管
し
ま
し
よ
う

所
得
税
の
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
時
期
に
な
る
と
、
希
望
者
に

対
し
て

「国
民
年
金
保
険
料
納
付
証
明
書
」
を
毎
年
発
行
し
て
い
ま

し
た
。

し
か
し
、
平
成

１４
年

４
月
か
ら

保
険
料
の
納
付
先
が
市
町
村
か
ら
国

（社
会
保
険
庁
）

へ
変
更
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
市
町
村
で
は

「納
付
証

明
書
」
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
し
た
。

税
の
申
告
の
際
に
は
、
そ
の
年
に

納
付
し
た
保
険
料
の
総
額
を
該
当
す

る
欄
に
記
入
す
る
だ
け
で
、
本
来
は
国
民
年
金
保
険
料
領
収
証
の
添

付
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
納
付
し
た
保
険
料
の
額
の
確
認

の
た
め
領
収
証
の
提
示
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
領

収
証
は
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
平
成
１４
年
１
月
か
ら
１２
月
ま
で
の
保
険
料
額
は
、

ｌヵ月分　　一̈一呻Ｍい期一　　１万３４３００００Ｍ

毎
月
納
付
さ
れ
て
い
る
方
の
１
年
分
の
保
険
料
額
は

定
額
保
険
料
　
　
　
　
　
　
　
１
５
万
９
６
０
０
円

定
額
保
険
料
十
付
加
保
険
料
　
１
６
万
４
４
０
０
円

※
国
民
年
金
保
険
料
は
そ
の
年
に
納
付
し
た
全
額
が
、
社
会
保
険
料

控
除
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
す
。

■
住
民
生
活
課
　
国
民
年
金
係

ｈ
２

‐
１
１
１
１

（内
線
１
３
２
）

(8)(13)

手づくι)おやつ

h島
`

□材料 (7個分 )

山芋30g。 そば粉 1/2カ ップ 。砂糖 1/2カ ップ

強 。あん適量

□作 り方

①山芋はすりおろし、す り鉢ですってなめら

かにしておく。②そば粉と砂糖を一緒にふる
い、①を折り込むように混ぜ、よくこねる。

③そば粉を手粉にしながらちぎり、あんを包

む。濡れふきんを敷いた蒸 し器に並べて、強

火で 15分蒸す。

食 生 活 改善推 進 員  甲斐 富 美 子 さん、

甲斐 かつ よ さん (大字津留 )の作品

ンヽ
ト
？
´

つ

で1

す

～きちんと食べよう朝ごはん～

曰丁
●
一
■
１

■

大
切
な
財
産
を
守
る
の
は
あ
な
た
自
身
で
す

契
約

（申
込
み
）
後
の
定
め
ら
れ
た
期
間
内
に

フ

ｆ
‥

`
`

、

一　
′

李
一薩
饉
な
場
合

◆
不
可
能
な
場
合

`

１

２

３

４

５

回
民

年

全
グ
′も

■
い
ｈ

リ



保健師がら

鍵康欝理あなたへの
朝
ご
は
ん

し

っ
か
り

食
べ
て
い
ま
す
か
？

先
月
号

「子
ど
も
た
ち
の
揺
れ

動
く
心
」
で
は
、
近
年
子
ど
も
た

ち
の
イ
ラ
イ
ラ
感
が
高
ま
り
、
そ

の
背
景
の

一
つ
に
生
活
習
慣
と
の

関
係
が
深
い
と
い
う
こ
と
に
触
れ

ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
寝
る
時
刻
が
１２

時
を
過
ぎ
た
り
朝
食
を
摂

っ
て
い

な
か
っ
た
り
と
い
う
習
慣
の
子
ど

も
に
、
特
に
イ
ラ
イ
ラ
感
が
強
い

と
い
う
報
告
が
で
て
い
ま
す
。

明るい選挙推進運動50周年
明るい選挙推進運動は、昭和 27年 か

ら組織的に推進 され るようにな り今年

で50周 年 を迎えます。 さらに、 11月 は

50周 年記念月間 として全国的に様 々な

事業が実施 されます。

選挙に関する啓発は、公職選挙法第 6条第 1項に基づき中央

選挙管理委員会、県選挙管理委員会、市町村の選挙管理委員会

があらゆる機会を通 じ、選挙人の政治常識の向上に努めるとと

もに選挙制度等の周知を行 う義務があります。

そ して、その実施のために明るい選挙推進協議会の協力のも

と、明るく正 しいお金のかからない選挙の実現を目指 して啓発

活動が行われてお ります。

未来につなぐ 明るい選挙

あしたをひらく明るい選挙

■総務課行政係
■L2-1111(内線 116)

脳
の
活
動
と
朝
食

人
間
の
体
は
、
食
事
を
摂
り
体

の
中
に
脂
肪
酸
と
し
て
蓄
え
、
そ

れ
を
糖
に
変
え
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

と
し
て
い
ま
す
。

と

こ
ろ
が
、
体
重

の
わ
ず
か

２
％
し
か
な

い
脳
は
、　
エ
ネ

ル

ギ
ー
源
と
し
て
ブ
ド
ウ
糖
以
外

は
使
う
こ
と
が
で
き
ず
、
安
静
時

で
さ
え
も

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
１８
％
を

使

っ
て
お
り
、
脳
が
働
く
た
め
に

た
く
さ
ん
必
要
と
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

こ
れ
が
朝
食
を
摂
ら
な
い
で
学

校
や
仕
事
に
出
か
け
た
ら
ど
う
な

る
で
し
ょ
う
か
。
当
然
、
血
糖
値

が
低
い
の
で
脳
の
反
応
が
遅
れ
、

勉
強
に
集
中
で
き
な
い
、
体
が
だ

る
い
と
訴
え
た
り
、
脳
の
ブ
ド
ウ

糖
不
足
で
交
感
神
経
が
刺
激
さ
れ

イ
ラ
イ
ラ
感
が
強
く
な

っ
た
り
、

乱
暴
に
な
り
や
す
い
と
い
う
報
告

も
さ
れ
て
い
ま
す
。

朝
食
欠
食
は
子
ど
も
た
ち
だ
け

の
問
題
で
は
な
く
、
大
人
に
と

つ

て
も

「仕
事
に
集
中
で
き
な
い
」
、

「車
を
運
転
の
際
、
反
応
が
遅
れ
る
」

と
い
つ
た
状
況
を
も
た
ら
し
ま
す
。

ブ
ド
ウ
糖
だ
け
と
れ
ば

大
文
夫
？

脳
の
神
経
細
胞
の
活
動
に
、
ブ

ド
ウ
糖
と
い
う

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
必

要
不
可
欠
な
も
の
で
す
が
、
脳
に

は

「記
憶
」
と
い
う
重
要
な
働
き

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
機
能
が
き
ち
ん
と
働
く
た

め
に
は
、
ブ
ド
ウ
糖
以
外
に
グ
ル

タ
ミ
ン
酸
や
カ
ル
シ
ウ
ム
、
蛋
白

質
の
ア
ミ
ノ
酸
、
リ
ン
、
多
く
の

ビ
タ
ミ
ン

（
Ｂ
ｌ

・
Ｂ
ｌ２

・
Ｂ
６

な
ど
）
を
必
要
と
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
栄
養
素
が
う
ま
く
か

か
わ
り
あ

っ
て
脳
が
活
発
に
働
い

て
く
れ
ま
す
。
単
に
糖
分
補
給
す

る
だ
け
で
な
く
、
食
事
と
し
て
き

ち
ん
と
摂
る
こ
と
が
大
切
に
な

っ

て
き
ま
す
。

楽
し
い

一
日
の

ス
タ
ー
ト
を
！

一
日
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
朝
食

を
し
つ
か
り
摂
る
こ
と
で
脳
の
働

き
を
よ
く
し
、
成
績
も
よ
く
な
り
、

情
緒
も
安
定
し
て
き
ま
す
。

し
か
し
、
欠
食
理
由
の
第

一
位

に

「食
欲
が
な
い
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
背
景
に
は
睡
眠
不
足
と
の
関

係
も
大
き
く
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
朝

食
を
し
つ
か
り
と
食
べ
ら
れ
る
環

境
づ
く
り
も
生
活
リ
ズ
ム
と
あ
わ

せ
て
考
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。家

族
で
も
う

一
度
朝
食
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

中
央
公
民
館
前
に

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
整
備

中
央
公
民
館
南
隣
り
の
敷
地

が
、
整
備
さ
れ
て
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
場
と
し
て
使
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

ど
な
た
で
も
気
軽
に
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
め
ま
す
の

で
、
ご
利
用
希
望
の
方
は
財
津

廣
司
さ
ん

（高
森

。
昭
和
）
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

Ｌ
２

‐
２
５
０
０
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阿蘇の逸品が完成

阿蘇郡内26の農産加工部会で組

織する阿蘇地方農産加工組織連絡

協議会の、農産加工品パンフレッ

トを7年ぶりに作成 しました。

阿蘇の大自然に育まれた農産

品を使い、丹精込めて 「阿蘇 の

逸品」が作られています。
「阿蘇の逸品」には、26組織

で合計300種類の商品を取 り揃え

ています。
お歳暮 。お中元 。毎 日のお料

理にぜひご利用ください。
■問い合わせ先

県阿蘇地域振興局農業改良普及
センター (農村環境 。経営チーム)

■L0976-22-1111(内 線351)

阿蘇広域行政事務組合総務課企画係
11EL0967-24-5117

本町の明るい選挙推進協議会

本 町で は、 昭和 51年 に高

森町明るい選挙推進協議会を

設置 し、現在は主に駐在嘱託

員、民生児童委員、商工・農

協青年部、婦人会等の代表者

10人で構成されています。

主な活動内容 として、年 1回

の総会開催、町内各種イベ ン

トでの選挙啓発用ハ ッピの活

用があげられ、来年度当初に

予定 されている統一地方選挙

の啓発を念頭 において今後活

動 していく予定です。

人
も
社
会
七

「ゆ
と
り
体
暇
」で

も
っ
と
元
気
に
，

「有
給
休
暇
で
、
す
い
て
る
時
期
に

旅
行
に
行
っ
た
ら
、

す
ご
～
＜
エ
ン
ブ
∃
イ
で
き
ま
し
た
」

こ
ん
な
、
「ゆ
と
り
体
暇
」
の
実
現
は
、

個
人
に
は
リ
フ
レ
ツ
シ
ユ
を
、

社
会
的
に
は

個
人
消
費
拡
大
に
よ
る

景
気
回
復
や

地
域
活
性
化
を

も
た
ら
す
な
ど
、

豊
か
で
く
ら
し
や
す
い
日
本
を

築
く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

観光対象関係省庁 :内閣府/警察庁/総務省/法務省/外務省/財務省/文部科学省 /

厚生労働省/農林水産省/経済産業省/国土交通省/環境省
事務局 :国土交通省観光部旅行振興課 URLihttp:/洵 w mlit go.jp

/

さあ、あなたも

有給休 l限を

100%活用して

「ゆとり休暇」を

とりましよう
]]■

「3

緊急雇用創出特別基金事業
のお知らせ

本町では、12月 か ら平成 14

年度の緊急雇用創出特別基金事

業を実施 します。 これは、緊急

かつ臨時的な雇用・就職機会の

創出を図るもので、創意工夫に

基づいた事業に対 し、熊本県が

県内の市町村に対 し補助金を交

付するものです。

本町では、環境美化清掃事業

(不法投棄撤去作業等)の実施を

予定 していますので、町民の皆

様のご協力をお願いいたします。

■この事業についての詳細は

保健福祉課保健推進係

■L2-1111(内 線 125)

(12)(9)
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腑高編警 だより 高森警察署 TEL 2-0110 個
人
事
業
税

の
納
期
限
は

１２
月
２
日
で
す

個
人
事
業
税
は
、
物
品
販
売
や

製
造
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
等
を
営
ん

で
お
ら
れ
る
個
人
の
方
々
に
、
そ

の
所
得
に
応
じ
て
課
税
さ
れ
、
８

月
と
Ｈ
月
の
２
期
に
わ
け
て
納
め

て
い
た
だ
く
税
金
で
す
。

第
２
期
分
の
納
税
通
知
書
は
Ｈ

月
初
め
に
発
送
し
ま
す
。

納
期
限
は
、

１２
月
２
日
と
な

っ

て
い
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
銀
行

や
郵
便
局
、
農
協
等
の
金
融
機
関
、

ま
た
は
阿
蘇
地
域
振
興
局
税
務
課

の
窓
口
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
個
人
事
業
税
の
こ
と
で
、

お
わ
か
り
に
な
ら
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
県
地
域
振
興
局
税

務
課
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
阿
蘇
地
域
振
興
局
税
務
課

阿
蘇
郡

一
宮
町
宮
地
２
４
０
２

■
０
９
６
７

‐
２
２
‐
１
１
１
１

（内
線
３
２
４
）

ご
存
じ
で
す
か

「税
を
知
る
週
間
」

Ｈ
月
Ｈ
日
か
ら
１７
日
ま
で
は

「税
を
知
る
週
間
」
で
す
。

税
金
は
、
私
た
ち
国
民
が
豊
か

で
安
定
し
た
暮
ら
し
が
で
き
る
よ

う
に
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が
活

動
す
る
た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
。

「税
を
知
る
週
間
」
は
、
国
民

生
活
に
深
い
か
か
わ
り
を
持

っ
て

い
る
税
に
つ
い
て
、
そ
の
意
義

（必

要
性
）
及
び
役
割

（使
途
）
、
税

務
行
政
の
現
状
な
ど
を
、
広
く
国

民
の
皆
様
に
正
し
く
理
解
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

今
年
の

「税
を
知
る
週
間
」
は
、

「暮
ら
し
を
支
え
る
税
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
各
種
の
広
報

。
広
聴
活

動
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
期
間
、
給
与
所
得

者
や
主
婦
、
児
童

・
生
徒
な
ど
を

対
象
と
し
た

「租
税
教
室
」
の
開

催
な
ど
、
税
を
身
近
な
も
の
と
し

て
考
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
行

事
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

「租
税
教
室
」
の
開
催
希
望
は
、

最
寄
り
の
税
務
署

へ
お
気
軽
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

最近では、趣味と健康管理を兼ねた中高年者の登山者が多くなっていますが、冬山

は積雪や凍結など天候が急変 し山岳遭難に至る場合がありますので、特に注意 してく

ださい。

本県では、平成 12年以降 14件の山岳遭難が発生 し、

1人が死亡、5人が重傷を負っています。 (8/31現在 )

【特徴】
・冬山の遭難が多発 しているわけではありません

が、16人の遭難者のうち 14人が 40歳以上の方

です。 (87.5%)
。死亡及び重傷の 6人は全員女性です。

冬 山登 山をす る場合は次のことをよく守って、遭

難事故に遭わないよ うに気をつけま しょう。

○計画をしつか り立てる

体力や技術にあった計画を立てま しょう !

○登山届けの提出を

目的地を管轄する警察署に登山計画書を提出しましょう |

○単独登山は危険

万一のことを考えてパーティーを組んで登山しましょう !

○十分な日程 と装備で

余裕のある日程と燃料や食糧も十分準備しましょう !

○ リーダーの責任は重大

体力・技術・判断力・経験を養いま しょう !

身ヤ
近ふ
な

避され

け |ゴ

て な

通兒ら

ろ な
つ  い

と こ

せ と

ず は

(11)

①余裕のある計画をたてる

②服装や装備品等は入山前に十分点検し、取扱
にも慣れておく

③単独登山をしない

④経験や技術・体力に合った登山をする

⑤出発前に気象情報を必ず確かめる

⑥適度に休憩し、無理な登山はしない

⑦ゴミは放置せず必ず持ち帰る

③農・林産物の栽培者等に迷惑となるような行

為をしない

●   ●

●   ●

■
阿
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税
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ヽ ○税の無料相談○
11月 11日 (月 )

郡内各税理士事務所

〇年末調整等説明会○
11月 19日 (火 )

高森町林業総合センター

阿蘇広域行政事務組合消防本部

南 部分署  TEL 2-9034

＼

ヽ
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〈
み
ん
な
で
守
ろ
う

一
人
ひ
と
り
の
人
権

〉

（
高
森
町
人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
啓
発
標
語
の
中
か
ら

）

住
民
生
活
課
　
同
和
対
策
係

問
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。

一
人
ひ
と
り
の

も

ん
だ

ヽ
　
　
か

い
け

つ

ば

め

ん

　

　

　

と

　

　

く

　

　

　

　

ど

う

わ

場
面
で
の
取
り
組
み
が
、
同
和

が

っ
こ
う

　
　
し

ょ
く
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ん
け
ん
　
　
ど

う

わ

も

ん

だ

い

学
校
、
職
場
な
ど
で
、
人
権
や
同
和
問
題
に

つ

い
認
識
を
も
つ
こ
と
で
す
。

」
ん
し
き

じ

ゆ
こ
つ
　
　

い

け

ん

こ

う

か

ん

　

　

あ
　
　
　
　
　
へ
ん
け
ん

　

　

も

　

　

　

　

た
だ

い
て
自
由
に
意
見
交
換
し
合
い
、
偏
見
を
持
た
ず
正
し

か
　
て
　
い

家
庭
、

て
、
同
和
問
題
が
解
決
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
ぜ
ん
、
差
別
意
識
は
残
っ
て
い
ま
す
。

わ
た
し私

た
ち

が

し
な

け

同
和

問

題

に

つ
い
て

《
私
た
ち
が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

》

同
和
問
題
に
対
し
て
は

「
そ
つ
と
し
て
お
け
ば
、

さ

べ

つ

　

し

ぜ

ん

い

け

ん

意
見

も

　

　

ひ
と
　
　
　
　
　
き

を
持

つ
人
や
、
気
づ
い
て
い
て
も

人
も
多
い
よ
う
で
す
。

と

く

べ

つ

そ

ち

は

う

特
別
措
置
法
に
よ
る
対
策
が
終
了
し
た
か
ら
と
い
つ

全と
アこ

男!J

ズ)ヾ
自
然
に
な
く
な
る
の

で

は
な
い
か

し
C

い

つ

ど

う

わ

も

ん

だ

い
　
　
か
い
け

つ

夢

ま

も

~¬

L_

権

クイス「火の用心」OXで答えてください

1、 灯油 とガソリンは同 じ色 (透明)である。

2、 暖房時には、30分～ 1時間ごとに換気 した方が良い。

3、 ス トーブで洗濯物を乾かすのは効果的だ。

4、 ス トーブに給油するときは、めんどうでも消火 してか ら。

5、 少 しの風な ら、ゴミを燃や しても大丈夫。

6、 大きな天ぷ らなべなら、コンロの火が入 ることはない。

1、 (× )元々の色はどちらも透明ですが、ガソリンには分か りやすいように薄紅色で着色されています。
2、 (○ )部屋の酸素が少なくなると、頭痛やめまいがおこります。電子ライターが点火しにくくなったら、かなり酸素不足です。
3、 (× )火災の危険が大きすぎます。専用の乾燥機を購入しましょう。
4、 (○ )一度消火すると、点火 したときのにおいが気になりますが、こぼれた灯油から燃え拡がることがあります。

めんどうでも一度消火 してから給油しましょう。
5、 (× )最近では、ゴミを燃やすこと自体が禁上になっています。
6、 (× )天ぷらなべの火災は、コンロの火が油に移るわけではありません。油の温度が、およそ360℃になると自然に発火します。

(10)
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事故の際は、まず仲間で救助。

救援の必要なときは、

近くの警察署・交番・駐在所へ。

´

～消す心置いてください火のそばに～
秋の火災予防週間 11月 9日 ～ 15日


